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万葉集の変
かえ
字法じほう
から、対句を中心として、筆録者の言語意識に基づく、用字
意識、表記意識を考察する。万葉集の表記法は、実に変化に富み、単に音声を形に写して表わすだけでなく、変字法による 字の可視的な領域での意味の拡充が、多種多様に 図されてい ことを論じ、万葉集のこの極めて特異な用字法の一端を明らかにした。
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オーラルで語り継ぎ、歌い継いできた上代文芸を辿る時、漢字を
いかに摂取し、駆使して言語を 現し得たかを知る事が出来る。その中でも特に万 の表記法は 言語の文字化にあたり、豊かな文芸性を盛り込んでいることに注目する。
 
この万葉集の表記法は、単に音声を形に表わすに止まらず、 「変字
法」 による文字の可視的な領域での、 意味の拡充が意図されており言語の文字化に於ける水準の高さを示してい 一文字一文字の背景には、古代人 思想や、当時の実体験から生まれた感動や感性そして、生活に根差した素朴な命 営みの実態か 連想されるクリエイティブな世界が反映されている。そして、単に言語を写すだけでなく、文字を視覚 訴えて鑑賞するという高次元の域にまで達している事実を「変字法」の視点から考察していく。
 
 
 
古事記
・日本書紀
（注１）
をはじめとして、当時一般の上代文献や上
代歌謡は、同音節反復を表記する場合、 「阿娯羅爾陁陁
た
伺」
( 紀歌謡
七五
（注２）
) 、 「瀰儺蟻羅毘都
つ
都つ
」
( 同二八
) 、 「佐袁袁
を
爾浪」
( 同八九
) 、 「芳
我都都
つ
彌乎
 
都都つ
牟止母」
( 常陸風土記
) 、 「伊都々
つ
乃毛乃々」
( 仏足石
歌一九
) 、 「知々波々
は
賀多米尓」
( 同一
) 「袁米乃佐々
さ
波」
( 播磨風土記
)
などの例のように、ほとんど同字または畳字を用いていた。
 
しかし、これらの文献と同時期の万葉集に限っては、 「多田
た
名附」
( 万葉集・巻二─一九四
（注３）
) 「伊与余
よ
痲ま
須万須すま
」( 五─七九三
) 「狭
さ
藍左謂ゐさ
沈」 （四─五〇三） 「麻萬
ま
能手兒奈我」 （一四─三三八五） 「美太礼志米
め
梅め
楊」 （一四─三三六〇） 「浪太須
す
酒す
吉」 （一七―三九五七） 「孤悲
こひ
都追つ
曽乎流」 （一七―三九六九 賣之安伎良米
め
晩め
」 （二〇―四四八五）の
如く、変字の用法が極めて多く、 多田」 「藍」 「麻」 「米」 「梅」 「追」「晩」
･･･とその一字一字が、歌の意味と広がりを持たせる役目をす
るとともに 歌意とは別の領域にも及んで、文字単独の世界をも展開していることが判る。
 
 
これは、 同音節反覆の場合に限ったことではなく、 句の繰り返し、
長歌と反歌、問答歌などに於いても看取され、又、一首中に同一音節が二個以上のあらわれる語 場合の文字用法にも 意図的配慮が見られる。しかも 変字法は巻々により、また表記者に り、あるいは、原資料により偏在しており特徴がある。
 
 
そこで、この特異な用字法である万葉集の変字法 ら 対句を中
心として、筆録者の言語意識に基づく、用字意識 表記意識などを探りつつ、万葉集の用字法を明らか す 。それは、万葉集の成立過程や編纂意図等への考察にも繋が からであ
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